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『わかる統計学』練習問題の解答	 

 
1 章	 

1	 学年：順序尺度	 学籍番号：名義尺度	 性別：名義尺度	 出生年：間隔尺度	 

血液型：名義尺度	 健康状態：順序尺度	 身長：比尺度	 体重：比尺度	 体温：

間隔尺度 
 
2 章	 

1	 ①×	 ②×	 ③○	 ④× 
2	 58 kg 
3	 150〜159 mmHg 
4	 ③ 
5	  
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	 身長 
	 	 25 パーセンタイル：151.05 cm 
	 	 50 パーセンタイル：154.70 cm 
	 	 75 パーセンタイル：160.75 cm 
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	 体重 
	 	 25 パーセンタイル：48.75 kg 
	 	 50 パーセンタイル：56.25 kg 
	 	 75 パーセンタイル：63.00 kg 
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7	 ③ 
 
3 章	 

1	 ① 
2	 ① 
3	 ④ 
4	 ③ 
5 
 
 
 
 
 
6 
・元のデータを a 倍した場合：平均値は a 倍，分散は a2倍になる． 
・元のデータに b を加えた場合：平均値は b だけ増えるが，分散は変わらない． 
7	 比尺度のみ 
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8	 ① 
9	 ①	 ④ 
 
4 章	 

1	 ③ 
2	 ③ 
3	 ①	 ③ 
4	 ① 
5	 ① 
6	 ③ 
7	  
 
 
 
 
 
 
	 	 	 クラメールの関連係数：0.2987 
	 	 	 ファイ係数：0.2987 
8	  
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5 章	 

1	 ④ 
2	 ④ 
3	 ③ 
4 二項分布に従うので，p = 0.4，q = 0.6，n = 10，x = 8 として，式（5.1）を

用いる． 
10C8×0.48×0.62 = 0.0106 

5	 ①	 1587 人 
	  ②	 NORMSDIST(−1.5) = 0.0668 
       10,000×0.0668 = 668（人） 
	  ③	 6826 人 
 
6 章	 

1	 ② 
2	 ③ 
3	 ④ 
4	 ① 
5	 医師 10 人，看護師 20 人，薬剤師 2 人，栄養士 1 人を無作為に抽出する． 
 
7 章	 

1	 ⑤ 
2	 式（7.3）を用いる． 
 
 
	 したがって，その日製造された特定保健用食品の関与成分量の平均値は，29.9 
g から 30.5 g の間にあるといえる. 
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8 章	 

1 
①	 帰無仮説（一等が 10,000 本に 1本）のもとで，まれなことが起こったので

あるから，帰無仮説を棄却することになり，一等が当たる確率がもっと大きい

と考えられる．もしかすると全部当たりくじ？	 

②	 貨幣を 20 回投げて，表が 15 回以上出るか，表が 5 回以下しか出ない確率

は，あわせて 4.2%．したがって，5%	 の危険率で，表が出る確率は 1/2 という仮

説は棄却される．	 

③	 その町にはきっと，多くの日本人が訪れているからである．	 

④	 やはり 11 日目も雨が降るであろう．	 

2	 ④ 
3	 ② 
 
9 章	 

1	 ④ 
2	 独立性の検定（イェーツの連続性補正をしたχ2検定）を用いる． 
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	 食品の摂取と食中毒発症との間に有意な関連が認められたのは，C 食品のみ

であり，そのほかの食品では関連が認められなかった．すなわち，C 食品が食

中毒の原因食品である可能性が高い． 
 
10 章	 

1	 母比率の検定を用いる．	 

帰無仮説 H0：「広報活動後の認知度は 20%	 に等しい（p	 =	 p0）」であり，対立

仮説 H1：「広報活動後の認知度は 20%	 より高い（p	 >	 p0）」である．よって片側

検定を行う．標本サイズ n	 =	 50（人），標本比率 p	 =	 20/50	 =	 0.4，既知の値	 =	 

0.2 であり，50（標本サイズ）>	 50 であるから，正規分布で近似できる．した

がって，式（10.3）より Z0c	 =	 3.359	 >	 1.64	 =	 Z(0.05)となり，帰無仮説が棄却

される．したがって，有意水準 0.05 で，広報活動後の認知度は 20%	 より高いと

いえ，広報活動はそれなりに知名度を高める効果があったといえる．	 

2	 2 群の比率の差の検定であり，独立性の検定と同等とみなす方法を適用する． 
	 式（9.5）から 
	 検定統計量χ02：55.663 
	 自由度：3 
	 有意確率：0.00000 
	 男女間で，来診者の年齢構成は有意に異なる． 
3	 以下の表にして，独立性の検定を適用する． 
 
 
 
	 検定統計量χ0C2：35.906 
	 自由度：1 
	 有意確率：0.00000 
	 予防接種を受けた群のほうが，受けなかった群より有意に罹患割合が低い． 
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	 正規分布による方法（式 10.14）を用いることもでき，同じ結果となる． 
 
11 章	 

1	 ② 
2	 ④ 
3	 検定統計量は自由度 48 の t 分布に従う． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 信頼区間を求めるには式（11.4）～（11.6）を用いればよい． 

0.768：	 0.750～0.785  
0.802：	 0.787～0.816  
0.587：	 0.559～0.614  
0.664：	 0.640～0.687  
0.610：	 0.583～0.636  
0.483：	 0.450～0.514  
0.556：	 0.527～0.584  
0.583：	 0.555～0.610  
0.307：	 0.269～0.344  
0.337：	 0.300～0.373 

4	  
・回帰式 
	 カルシウム摂取量 = 0.3560×エネルギー摂取量－132.75 
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・回帰係数に関する検定結果 
	 	 検定統計量 t0：4.598 
	 	 自由度：48 
	 	 有意確率：0.00003 
	 	 回帰係数は 0 ではないと判定される． 
 
12 章	 

1	 ② 
2	 ③ 
3	 ② 
4	 ④ 
5	 ② 
6	 2 群の平均値の差の検定を行う． 
	 両群の母分散は未知であるから，まず等分散の検定を行う． 
 
 
 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ：	 自由度（9，9）の F 分布に従う． 
	 	 有意確率 P は 0.0379 であり，母分散は異なることから，ウェルチの検定を

用いる． 
	 	 検定統計量 t0：2.294 
	 	 自由度：12.89 
	 	 有意確率：0.0406 
	 2 部屋の落下細菌数には有意な差が認められる． 
7 対応のある 2 標本の平均値の差の検定を用いる． 

A 施設と B 施設の評価点の差の平均値：−3.400 
差の標準偏差：4.326 

	  検定統計量 t0：2.486 
	  自由度：9 
	  有意確率：0.0347 
二つの給食施設の評価点には有意な差が認められる． 
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8 2 群の平均値の差の検定を行う． 
両群の母分散は未知であるから，まず等分散の検定を行う． 

	  検定統計量 F0：1.380 
	  自由度：（4, 3） 
	  有意確率：0.8240 
	 等分散であるとしてよいから，スチューデントの t 検定を用いる． 
	  検定統計量 t0：0.942 
	  自由度：7 
	  有意確率：0.3776 
	 培地によってコロニーの大きさに差があるとはいえない． 
 
13 章	 

1	 一元配置分散分析を用いる． 
【収縮期血圧 1 回目】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 回目の収縮期血圧に有意な年齢間差が認められる． 
【収縮期血圧 2 回目】 
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2 回目の収縮期血圧に有意な年齢間差が認められる． 
【拡張期血圧】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
拡張期血圧に有意な年齢間差は認められない． 

2	 一元配置分散分析を用いる． 
【肝重量】 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 餌の種類によって肝重量に有意な差が認められる． 
3 クラスカル・ウォリス検定を用いる． 
 
 
 
 
 
	 検定統計量 K0 = 6.053（自由度 2 のχ2分布に従う） 
	 P = 0.0485 
	 担当講師によって試験成績が有意に異なる. 
 


